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【地域（在宅）医療の現場における薬剤師の重要性】 
多職種が連携した「チーム医療」の現場であり、薬剤師には
チームのハブ機能として、重要な役割を果たすことが期待され
る。 
主な薬剤師の役割として・・・ 
・患者を実際に診ることによる医師への処方支援 
・医療福祉関係者等との連携・情報共有 
・患者・医療福祉関係者等への薬剤に関する教育 
 etc・・・ 
⇒薬剤師が中心となることにより、チームが一丸となって、患
者へ最適かつ効率的で安全・安心な医療を在宅で供給すること
で、高齢化社会でのQOLを向上させていく。 

本件に関するお問い合わせ・取材のお問い合わせ 
千葉大学大学院薬学研究院 公開講座担当 

分子心血管薬理学 教授 高野博之 
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千葉大学薬学部公開講座 
「千葉の医療を識る-在宅医療で他職種から薬剤師に期待すること-」 

 千葉大学薬学部（齊藤和季 薬学部長）は、現場で働く薬剤師、医師、看護師の講演を通じて、
在宅医療等における薬剤師の重要性について市民の皆様に知っていただくために、別紙のとおり
公開講座を実施いたします。 

【これまでの代表的な薬剤師の職場】 
調剤薬局（調剤業務、服薬指導）、ドラッグストア、 
病院（病棟に駐在する専門薬剤師）、製薬会社等・・・ 

【社会の変化】 
急速な高齢化、医療を必要とする患者数の増加 
⇒地域包括ケアシステムや在宅医療の推進の必要性 
 社会的入院から在宅療養へ移行することによるQOLの向上の必要性 

 また、千葉大学薬学部は、グローバルエイジング時代を迎え、高齢化先進国である日本の対応
が注目されている中で、薬剤師が在宅医療で活躍できるスキルを身につける効果的な教育プログ
ラムを構築するとともに、本教育プログラムが千葉から全国へ、さらに全世界へと発信されグ
ローバルモデルとなるよう、様々な取組みを実施しています。 
HPはこちら 
「グローバルエイジング時代の地域包括医療ケアを支える先導的薬剤師育成プログラムの開発」 
 http://www.p.chiba-u.jp/sendo/ 

【概要】在宅医療で他職種から薬剤師に期待される役割 


